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第
8

回
高
大
連
携
教
育
研
究
会 

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
多
面
的
な 

活
用
法
と
成
果
、
評
価
」

 

日 

時  

平
成
29
年
2
月
7
日
（火
） 

15
時
00
分
～
17
時
00
分 

会 

場  

湘
北
短
期
大
学
図
書
館 

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス 

内 

容 
 

（１
） 

事
例
報
告
１ 

「携
帯
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
」 

授
業
の
実
施
と
成
果 

（総
合
ビ
ジ
ネ
ス
・情
報
学
科 

内
海 

太
祐
） 

（２
）事
例
報
告
２ 

「地
域
密
着
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」 

授
業
の
実
施
と
評
価 

（総
合
ビ
ジ
ネ
ス
・情
報
学
科 

高
嶋 

章
雄
） 

（３
）意
見
交
換
と
ま
と
め 

出
席
者 連

携
校
７
校
よ
り
７
名
、
本
学
教
職
員
７
名
、
計
14
名 

前
回
の
教
育
研
究
会
（
平
成
28

年
9

月
5

日
開
催
）

の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
す
る
回
答
か
ら
も
関
心
の
高
さ
が
伺
え

た
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
Ａ
Ｌ
）」
と
評
価
の
方

法
。
今
回
は
Ａ
Ｌ
型
授
業
の
方
法
、
そ
の
授
業
を
実
施
し
た

こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る
成
果
、
そ
し
て
受
講
者
の
成
績
評
価

法
を
議
論
す
る
場
と
な
り
ま
し
た
。
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
・
情
報

学
科
の
教
員
二
名
か
ら
話
題
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
携
帯
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
」
授
業
の
実
施
と
成
果 

情
報
系
に
進
む
学
生
に
と
っ
て
必
須
の
能
力
を
身
に
つ
け

さ
せ
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
。「
情
報
」
が
陳
腐

化
す
る
速
度
は
他
分
野
の
比
較
に
な
ら
な
い
た
め
、
単
に
情

報
を
得
た
だ
け
で
は
役
に
立
た
な
い
。
必
要
な
「
知
識
」
を

い
か
に 

①
身
に
付
け
る
か
、
②
創
り
出
す
か
、
③
伝
え
る

か
、
④
「
生
き
た
情
報
」
に
変
え
る
か
。
こ
の
４
つ
の
力
を

理
解
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
た
め
、
情
報
系
の
授
業
で
は

演
習
が
大
半
と
な
っ
て
お
り
、
講
義
・
説
明
を
行
っ
た
の

ち
、
こ
れ
ら
を
応
用
し
た
課
題
に
グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
む
形

態
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
基
礎
知
識
を
獲
得
し
、
必

要
な
追
加
情
報
を
探
索
し
、
グ
ル
ー
プ
で
協
働
し
て
課
題
を

完
成
し
、
成
果
を
発
表
す
る
、
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
学
生

は
半
年
間
鍛
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

授
業
が
進
む
に
し
た
が
っ
て
、
学
生
は
、（
１
）
技
術
的
知

識
を
自
ら
獲
得
す
る
よ
う
に
な
り
、（
２
）
授
業
内
で
は
完
結

し
な
い
の
で
日
程
調
整
を
行
い
、（
３
）
情
報
を
共
有
し
、

（
４
）
役
割
分
担
の
困
難
さ
を
理
解
し
、（
５
）
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
の
大
変
さ
に
気
づ
く
。
こ
れ
ら
は
Ｉ
Ｔ
系
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
開
発
す
る
際
の
経
験
知
と
し
て
蓄
積
し

て
行
く
。
15
回
の
授
業
の
う
ち
、
基
礎
知
識
を
与
え
る
の
は

８
回
ま
で
、
９
回
以
降
は
３
人
一
組
の
グ
ル
ー
プ
で
企
画
立

案
し
、
ア
プ
リ
を
作
成
す
る
。
12
回
は
中
間
発
表
、
15
回

が
発
表
練
習
、
試
験
の
代
わ
り
に
外
部
者
も
招
い
た
発
表
会

で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。 

個
々
の
学
生
の
成
績
評
価
は
、「
課
題
や
小
テ
ス
ト
な
ど
の
知

識
・
ス
キ
ル
確
認
」
が
2/3
、「
成
果
物
と
進
捗
報
告
」
が
1/3
の

合
点
で
決
定
す
る
。グ
ル
ー
プ
作
業
の
中
で
個
人
を
評
価
す
る

の
は
難
し
い
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
応
じ
て
５
段
階
評
価
を

行
っ
て
い
る
。 

「
地
域
密
着
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
授
業
の
実
施
と
評
価 

Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ベ
ー
ス
ド
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
の

例
と
し
て
２
つ
の
授
業
が
紹
介
さ
れ
た
。「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
デ

ザ
イ
ン
」
は
、
厚
木
商
工
会
議
所
と
の
連
携
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

ラ
ー
ニ
ン
グ
授
業
で
も
あ
り
、

厚
木
市
近
辺
の
事
業
所
の
ウ

エ
ブ
サ
イ
ト
を
３
、
４
名
の
グ

ル
ー
プ
で
制
作
す
る
た
め
、
ウ

エ
ブ
制
作
技
術
を
学
ん
だ
学

生
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
を
決
定
し
、
先
方
に
出
向
い

て
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
結
果
分
析
、 

コ
ン
テ
ン
ツ
洗
い
出
し
を
行
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う
。
企
画
書
と
仕
様
書
を
制
作
し
た
の
ち
取
材
を
行
い
、
ウ
エ

ブ
サ
イ
ト
を
制
作
す
る
。
制
作
発
表
会
・
納
品
式
に
て
成
果
を

プ
レ
ゼ
ン
し
、納
品
す
る
た
め
、成
果
物
重
視
の
評
価
と
な
る
。

一
方
、「
勝
手
に
宣
伝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）」で
は
、

厚
木
近
辺
の
実
店
舗
の
チ
ラ
シ
を
制
作
す
る
が
、
学
科
の
全
フ

ィ
ー
ル
ド
の
学
生
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
３
、
４

名
の
グ
ル
ー
プ
で
制
作
に
あ
た
る
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
の

理
解
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
経
験
に
よ
る
学
生
の
成
長
プ
ロ
セ

ス
が
重
視
さ
れ
る
。 

両
授
業
で
共
通
し
て
行
わ
れ
る
の
が
役
割
分
担
（Work 

Breakdown Structure

）
と
ガ
ン
ト
図
を
用
い
た
ス
ケ
ジ
ュ

ー
リ
ン
グ
で
あ
る
。
ま
た
、
ど
ち
ら
も
共
通
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
る
自
己
評
価
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
て
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
デ
ザ
イ
ン
」
で
は
相
互
評
価
と
プ
ロ
に
よ
る
審
査
（
機

能
、
デ
ザ
イ
ン
、
技
術
、
プ
レ
ゼ
ン
）
が
あ
る
。「
勝
手
に
宣

伝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
コ
ン
セ
プ
ト
マ
ッ
プ
（
プ
ロ
セ
ス

の
理
解
度
チ
ェ
ッ
ク
）、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
メ
モ
（
時
間
外
の

作
業
確
認
）、ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
（
要
望
の
把
握
と
解
決
度
合
い
）

に
よ
る
評
価
を
行
っ
て
い
る
。 

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
①
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
意
識
や
協
力

体
制
に
よ
る
差
異
を
ど
う
評
価
す
る
か
、
②
表
面
に
出
な
い
作

業
を
ど
う
評
価
す
る
か
、
③
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
ど
う
す

る
か
、
④
評
価
手
法
（
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
）
を
ど
う
す
る
か
、
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。 

  

【
さ
ら
に
詳
し
く
知
り
た
い
方
へ
】 

講
演
者
の
発
表
資
料
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す 

◎ S
C

o
P

P
 

湘
北
カ
レ
ッ
ジ
・
パ
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム 

http://scopp.shohoku.ac.jp/ 

 

両
事
例
と
も
に
授
業
外
で
自
主
的
に
学
び
を
行
わ
せ
る
の
が

Ａ
Ｌ
の
真
髄
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

一
方
で
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
難
し
さ
が
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
が
、
３
人
ま
で
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
れ
ば
、
教
員
の
目
で
そ

れ
ぞ
れ
の
貢
献
度
が
チ
ェ
ッ
ク
可
能
で
あ
る
と
の
示
唆
も
得

ら
れ
ま
し
た
。 

今
回
も
ま
た
時
間
オ
ー
バ
ー
と
な
り
ま
し
た
が
、
意
見
交
換

の
場
で
は
、
Ａ
Ｌ
の
取
り
組
み
度
合
い
は
高
校
に
よ
り
異
な

る
こ
と
、
単
に
Ａ
Ｌ
の
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
、
ジ
グ
ソ
ー
法
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
な
ど
）
を
取
り
入
れ
る
だ

け
で
は
主
体
性
を
は
ぐ
く
む
こ
と
が
難
し
い
こ
と
、
地
域
と

連
携
し
て
歴
史
を
発
信
で
き
る
よ
う
な
授
業
が
考
え
ら
れ
る

こ
と
、
ま
ず
基
本
的
な
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
必
要
な

の
で
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
段
階
で
学
び
の
方
法
が
異
な
っ
て
も

よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
な
ど
種
々
の
観
点

か
ら
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
次
回
研

究
会
の
テ
ー
マ
と
し
て
「
基
礎
学
力
」
を
取
り
上
げ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

   

日 

程 

 

Ａ 

平
成
29
年
2
月
6
日
～
9
日 

 

Ｂ 

平
成
29
年
2
月
7
日
～
13
日 

 

Ｃ 

平
成
29
年
3
月
21
日
～
24
日 

 

Ｄ 

平
成
29
年
3
月
22
日
～
28
日 

 
 
 

※
Ａ
～
Ｄ
、
各
期
間
内
で
４
日
間
に
亘
り
開
講 

開
催
概
要 

湘
北
短
期
大
学
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
は
、入
学
予
定

者
を
対
象
と
し
、
入
学
前
授
業
と
し
て
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
リ
テ
ラ
シ
ー
」
を
開
講
し
て
お
り
ま
す
。
大
学
や
社
会
で
必

要
と
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
発
展
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
全
15
講
（
入
学
前
12
講
、
入

学
後
３
講
／
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
を
通
じ
、
一
つ
の
テ
ー
マ
に
沿

っ
て
グ
ル
ー
プ
で
ま
と
め
あ
げ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
体
験
し

ま
す
。こ
れ
ま
で
当
科
目
を
受
講
し
た
入
学
予
定
者
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、「
高
校
と
短
大
で
の
勉
強
の
違
い
が
な
ん
と
な
く

分
か
っ
た
」「
入
学
前
に
友
人
が
で
き
、
短
大
の
施
設
や
先
生

方
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」「
入
学
後
、
積
極
的
に
短
大
生
活

に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
た
」
と
の
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
当
科
目
を
人
に
薦
め
ま
す
か
？
」と
い
う
質
問
に
は
、

今
回
Ａ
Ｂ
日
程
の
受
講
生
計
約
200
名
の
う
ち
92
%

の
学
生

が
「
は
い
」
と
答
え
て
い
ま
す
。 

【
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
リ
テ
ラ
シ
ー 

Ａ
Ｂ
日
程（
２
月
６
日
～
13

日
実
施
）

 

授
業
風
景
】 

【４日目】問題解決、プレゼンテーション 

【3日目】問題の発見・情報の分析、MS-Office群の活用 

【1日目】ノンバーバルコミュニケーションの重要性 

【２日目】図書館の活用と検索、コミュニケーションの基本 


